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メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



隠

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ３０

７.１７
９７.４％９,３４２,０００〇９,５９０,４００㈲本堂建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈱前田建設

㈲本堂建設

有明特別

母と子の家

屋根改修工事

一)工事１

 ４月１７日

Ｈ３０

７.１６
９４.７％３,２８３,２００〇３,４６６,８００㈲本堂建設

（初山別村）

（初山別村）

（羽幌町）

（遠別町）

㈲本堂建設

㈱前田建設

㈱工藤工務所

道北興業㈱

さわやかトイレ

外壁改修工事

一)工事２

 ４月１７日

Ｈ３０

７.１７
９６.２％３,２４０,０００〇３,３６９,６００㈲三協産業

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

初山別土建㈱

㈱前田建設

㈲三協産業

㈲本堂建設

自然交流センター

小ホール

空調設備

改修工事

一)工事３

 ４月１７日

Ｈ３０

７.６
９５.８％４,７３０,４００○４,９３５,６００㈱前田建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

野球場

バックネット

補修工事

一)工事４

 ４月１７日

Ｈ３０

８.６
９７.１％９,５０４,０００〇９,７８４,８００

初山別

土建㈱

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

千代田間線

道路外１

災害復旧工事

繰)工事１４

 ４月１７日

Ｈ３０

７.２
９３.２％２,３５４,４００○２,５２７,２００

㈱ロード

技研

（旭川市）

（札幌市）

（旭川市）

㈱三洋

㈱ロード技研

㈱タダノ

区画線設置工事
一)工事５

 ５月２３日

Ｈ３０

１０.２２
９７.９％６,９６６,０００〇７,１１７,２００㈲本堂建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲本堂建設

㈱前田建設

村営住宅

改修工事

一)工事６

 ５月２３日

Ｈ３０

１１.１９
９２.３％７,７７６,０００〇８,４２４,０００

ダイシン

設計㈱

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

（旭川市）

（東神楽町）

㈱ズコーシャ札幌支社

㈱ドーコン

㈱シン技術コンサル

ダイシン設計㈱

旭川設計測量㈱

㈱及川土木設計

村界橋補修工事

実施設計

委託業務

一)業務７

 ５月２３日

Ｈ３０

９.１８
９７.８％８,５３２,０００〇８,７２６,４００明和電機㈱

（羽幌町）

（羽幌町）

（苫前町）

藤森電設㈱

明和電機㈱

㈲奥瀬電設

道路照明

補修工事

一)工事７

 ６月２８日

Ｈ３０

１１.１５
９７.７％２２,３５６,０００〇２２,８７４,４００

初山別

土建㈱

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

共成明里間線

道路復旧工事

一)工事８

 ６月２８日

Ｈ３０

１２.５
９８.２％１５,５４１,２００〇１５,８３２,８００

初山別

土建㈱

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

山本橋補修工事
一)工事９

 ６月２８日

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

入札及び見積合せ結果のお知らせ（平成３０年度　３０．４～３０．９）



韻

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ３０

１１.３０
９７.０％２４,４０８,０００〇２５,１７４,８００

㈲道北水道

設備

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

有明地区

基幹改良工事

水)工事１

 ６月２８日

Ｈ３０

１１.３０
９３.１％５,５０８,０００〇５,９１８,４００

東日本

設計㈱

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

（札幌市）

㈱ホクスイ設計コンサル

㈱ドーコン

東日本設計㈱

グローバル設計㈱

㈱ドート

有明地区

基幹改良事業

実施設計

委託業務

水)業務２

 ６月２８日

Ｈ３０

１１.２２
９５.７％１６,１５６,８００○１６,８８０,４００㈱前田建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

初山別土建㈱

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

有明北線

道路改良

舗装工事

一)工事１０

 ７月２５日

Ｈ３０

１１.２２
９５.０％５,２９２,０００○５,５７２,８００

㈱中原建築

設計事務所

（札幌市）

（旭川市）

（旭川市）

（旭川市）

（札幌市）

㈱ズコーシャ札幌支社

㈱柴滝建築設計事務所

㈱中原建築設計事務所

㈱司設計事務所

㈱アクティ建築設計

村営住宅

新築工事

実施設計

委託業務

一)業務９

 ７月２５日

Ｈ３０

１２.１９
９７.９％１０,０２２,４００○１０,２３８,４００㈲本堂建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（羽幌町）

（遠別町）

初山別土建㈱

㈲本堂建設

㈱前田建設

㈱工藤工務所

道北興業㈱

村営住宅

長寿命化事業

改修工事

一)工事１１

 ８月２９日

Ｈ３０

１０.３１
９７.６％３,１３２,０００〇３,２０７,６００㈲三協産業

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

水道計量器

取替工事

水)工事２

 ８月２９日

Ｈ３０

１２.１７
９５.９％３,０５６,４００〇３,１８６,０００㈲三協産業

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

村有住宅

解体工事

一)工事１３

 ９月２６日

Ｈ３０

１２.２５
９６.４％２,０５２,０００〇２,１２７,６００㈱前田建設

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

㈱前田建設

㈲三協産業

北風連別川

右岸河岸

復旧工事

一)工事１４

９月２６日

Ｈ３０

１２.１７
９４.７％５,１８４,０００〇５,４７５,６００

㈲道北水道

設備

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

（初山別村）

㈲道北水道設備

初山別土建㈱

㈱前田建設

本堂・三協特定ＪＶ

個別排水

処理施設工事

農)工事１

 ９月２６日

Ｈ３１

２.２８
９７.８％３,７８０,０００３,８６６,４００（札幌市）

北海道

土地改良事業

団体連合会

農業集落

排水処理

施設調査診断

（工法の検討）

委託業務

農)業務２

 ６月２２日

Ｈ３０

６.２５
９５.３％２,４３０,０００２,５４８,８００（旭川市）㈱測新開発

共成明里間線

道路復旧工事

測量設計

委託業務

一)業務８

 ６月２３日
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　たくさんのお客さんを前にして、緊張

しながらも精一杯歌や遊戯を披露してく

れた園児たち。最後の「チアダンメドレー」

では、お客さんも一緒に「Ｙ.Ｍ.Ｃ.Ａ」

を踊っていました。

　最高の舞台を作り上げるべく、練習に励

んできた４２人の児童。本番はもちろん多く

のお客さんが会場を訪れましたが、実は

総練習の日にも、十数人のお年寄りが見

に来てくれる場面があったそうです。

　生徒数減少により、演目の見直し等が

あった今年の学校祭。会場は寂しくなる

と思いきや、卒業生や転勤した先生も舞

台を見に訪れており、再会を喜ぶ生徒の

姿なども見られました。

全 校 音全 校 音 楽楽

ダンダンスス

「募金お願いしまーす「募金お願いしまーす」」

初山別中学校第７２回学校祭（９月３０日）

Just do it ！！ ～その一瞬を大切に～

『『ときには優しいあの場所のときには優しいあの場所のよよううにに』』

演演　劇劇

７人で頑張りまし７人で頑張りましたた概概

総合的な学習の発総合的な学習の発表表

初山別小学校学芸会（１０月６日）

響かせろ42人の思い 最高の舞台をつくりあげよう

『『ミッキーマウスマーミッキーマウスマーチチ』』他他

１～１～３３年生 音年生 音楽楽

全 校 合全 校 合 唱唱

『あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ『あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ』』

『ミッキーマウスマーチ『ミッキーマウスマーチ』』

ちゅーりっぷ組 遊ちゅーりっぷ組 遊戯戯

ふじみ保育所 おゆうぎ会
　　　　　　　　　　　　　　　 （１０月２１日）

たんぽぽ組 遊たんぽぽ組　遊戯戯

『『おもちゃのマーおもちゃのマーチチ』他』他

ちゅーりっぷ組 楽器ほちゅーりっぷ組 楽器ほかか

ひまわり組 遊ひまわり組 遊戯戯

『チアダンメドレー『チアダンメドレー』』

『昔話裁『昔話裁判判』』

４・４・５５年生年生 劇劇

『『にじいろのさかにじいろのさかなな』』

『へっちゃらロック『へっちゃらロック』』

６６年生年生 劇劇

『初小ソーラン『初小ソーラン』』

『『音楽のおくりも音楽のおくりものの』』

吋

『『ベロ出しチョンベロ出しチョンママ』』

４～４～６６年生 表年生 表現現

ひまわり組ひまわり組 劇劇



１０月のこ んなこ とあんなこ と

●１０月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

教育委員辞令交付１捷

お茶の間懇談会（有明）２昇

お茶の間懇談会（豊岬）３昌

お茶の間懇談会（初山別）４昭

初山別小学校学芸会６松

初山別地区国道花壇一斉撤去１３松

特設行政相談所開設日
旭屋杯バレーボール大会（～１８日）

１７昌

なんもなんも食堂２０松

ふじみ保育所おゆうぎ会２１掌

留萌中部３町村交通安全女性大会２３昇

第６１回初山別村女性大会２７松

萌
中
部
３
町
村
交
通

安
全
女
性
大
会
２
０

１
８
　
初
山
別
が
自
然
交

ｉｎ

流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
作

ろ
う
安
心
な
街
」を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
羽
幌

警
察
署
の
唯
野
真
史
課
長
に
よ
る
「
交
通
事
故

の
防
止
」
に
関
す
る
講
演
や
、
交
通
安
全
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
し
て
、
事
故
を
防
ぐ
方
法
の
解
説

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１０

２３

留

海
道
教
育
委
員
会
に
よ

る
「
子
ど
も
の
心
に
響

く
道
徳
推
進
事
業
」
の
講
師

と
し
て
、『
あ
ら
し
の
よ
る

に
』
等
で
有
名
な
絵
本
作
家

あ
べ
弘
士
氏
が
初
山
別
中
学

校
に
来
校
し
、
道
徳
の
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
あ
べ
氏
が
実
際

に
体
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

も
と
に
、
動
物
の
生
態
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
動
物
の
絵
を

実
際
に
描
い
て
み
た
り
し
ま

し
た
。（
　
月
５
日
）

１０

右

北

月
１
日
、
酒
井
美
幸
氏
が
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
再
任
さ

れ
、
辞
令
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
酒
井
氏
は
平
成
　
年
４

２８

月
１
日
か
ら
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
　
月
１
日
）

１０

教
育
委
員
辞
令
交
付
式

１０

地
域
貢
献
に
 感
謝
 ！

今
月
の

「花いっぱい運動」終了！

　国道花壇の植栽が行われ

てから、約５ヶ月。木枯らし

が吹き始めた１０月１３日に、

国道花壇の撤去作業が行わ

れました。作業は第一・共和・中央町内会の皆さ

ん、初山別婦人会の皆さんに協力していただき、

国道花壇を綺麗に片づけることができました。

　また、６条線花壇および旧資料館前花壇の撤

去作業は、「ななかまどの会」や高齢者事業団の

皆さんが実施してくださいました。

交
通
安
全
女
性
大
会
　
初
山
別

ｉｎ

あ
べ
弘
士
氏
に
よ
る
道
徳
の
授
業

（１０月１０日）

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
で
し
た
。

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１０

今次
回
、
　
月
７
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」は
、

１１

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

「「象は一筆で書けるんで象は一筆で書けるんですす」」



宇

議会だ よ り
 

 

 

 

　
　
委
員
の
任
命
同
意

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
初
山
別
村
字
有
明

酒
 井
 美
 幸
 氏

（
再
任
）

　
　
意
見
書
案

〇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 新
田
 武
夫
 議
員

賛
成
者
 水
門
 博
雄
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
 勝
三
 議
員

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
渡
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、

２９

教
育
委
員
会
委
員
の
同
意
、
平
成
　
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
　
件
で
、

３０

１２

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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意
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結果案　　　件　　　名議案番号

同意教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて同意第３号
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認定平成２９年度各会計歳入歳出決算等の認定について認定第１号

意

見

書

案



烏

議会だ よ り
 

　
　
条
例
の
制
定

○
初
山
別
村
保
育
士
等
修
学

資
金
貸
付
条
例

・
修
学
資
金

１
０
８
万
円
を
限
度

※
村
又
は
村
内
事
業
所
に
保

育
士
・
社
会
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
業
種

で
５
年
間
勤
務
し
た
場
合
、

貸
付
金
の
償
還
は
免
除
。

　
制
度
の
期
間
は
、
平
成
　３５

年
３
月
　
日
ま
で
。

３１

　
　
条
例
の
改
正

○
初
山
別
村
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例※
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格

の
規
定
の
見
直
し
。

　
　
報
　
　
　
告

〇
平
成
　
年
度
健
全
化
判
断

２９

比
率
等
の
報
告

実
質
公
債
費
比
率
５
・
８
％

　
　
前
年
度
比

＋
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

※
村
の
借
金
が
、
会
計
の
や

り
繰
り
に
及
ぼ
す
影
響
を
示

す
数
値
で
す
。　

％
以
上
に

１８

な
る
と
借
金
を
す
る
場
合
、

国
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

〇
株
式
会
社
し
ょ
さ
ん
べ
つ

振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報

告垢
 調
理
関
係
の
収
入
増
加

の
要
因
は
。

茅
 レ
ス
ト
ラ
ン
改
装
に
伴
い

メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
仕
切
り
コ
ー
ナ
ー
利
用

に
よ
る
収
入
の
増
収
。

垢
 浴
場
前
の
売
店
が
閉
鎖

に
至
っ
た
要
因
は
。

茅
 収
入
が
伸
び
て
い
な
い

状
況
の
中
で
人
員
の
効
率
化

に
伴
う
人
件
費
の
削
減
に
よ

る
閉
鎖
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
３
１
８
２
万
円
を
追
加
し
、

　
億
７
４
６
７
万
１
千
円
に
。

２５【
地
域
公
共
交
通
対
策
調
査

費
】

垢
 具
体
的
な
方
法
は
。

茅
 村
外
交
通
事
業
者
の
村

で
の
交
通
事
業
展
開
予
定
の

有
無
、
村
内
事
業
者
に
よ
る

交
通
事
業
の
展
開
の
可
否
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
主
体
と
し
た
運
行
体
制
確

立
の
可
否
な
ど
初
山
別
村
と

し
て
持
続
可
能
な
運
行
体
制

の
仕
組
が
出
来
る
か
を
調
査

す
る
。

垢
 試
験
運
行
ま
で
考
え
て

い
る
の
か
。

茅
 具
体
的
に
確
定
と
は
言

え
な
い
が
降
雪
前
に
一
定
の

試
行
期
間
を
設
け
て
実
施
し

た
い
。

垢
 実
証
運
行
委
託
料
の
算

定
根
拠
は
。

茅
 事
業
者
に
全
て
委
託
し

た
場
合
で
運
転
手
２
名
、
事

務
員
１
名
で
算
定
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
２
０
４
１
万
８
千
円
を
追

加
し
、
３
億
９
４
１
万
８
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
５
２
５
万
８
千
円
を
追
加

し
、
１
億
７
０
９
５
万
２
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

◇
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、

２
３
５
５
万
３
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
６
０
３
万
円
を
追
加
し
、

１
億
１
０
６
３
万
８
千
円
に
。

条

例

の

制

定

条

例

の

改

正

報
　

　

　

告

補

正

予

算

保育士・社会福祉士・介護福祉士の

修 学 資 金 貸 付 制 度 を 創 設

5.9 5.6 5.8
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過去３カ年の推移



　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
・
　

日
に
渡
り
、
平

１２

１３

成
　
年
度
各
会
計
決
算
を
審

２９
査
し
、
全
て
の
会
計
を
全
員

賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
 総
　
務
　
費
 

○
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

垢
 携
帯
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
し
て
い
な
い
世
帯
に

は
ど
の
様
に
周
知
す
る
の
か
。

茅
 個
別
に
周
知
す
る
手
段

は
無
い
。
伝
達
手
段
と
し
て

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
を
使
用
し

て
い
る
。

垢
 メ
ー
ル
以
外
で
の
個
別

の
伝
達
方
法
は
検
討
し
て
い

な
い
の
か
。

茅
 自
治
会
組
織
の
繋
が
り

を
活
用
す
る
方
法
が
現
在
の

と
こ
ろ
最
終
手
段
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
他
に
良
い
方
法

が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

　
 民
　
生
　
費
 

○
保
育
所
運
営
費

垢
 ４
月
１
日
で
３
歳
で
な
け

れ
ば
入
所
で
き
な
い
保
育
所

体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

茅
 ３
歳
児
未
満
、
３
歳
児

以
上
で
の
保
育
体
制
の
棲
み

分
け
は
、
現
状
で
適
切
な
保

育
体
制
と
考
え
て
い
る
。

　
 教
　
育
　
費
 

○
小
中
連
携
事
業

垢
 小
中
連
携
や
一
貫
教
育

に
つ
い
て
現
在
の
進
行
状
況
は
。

茅
 中
学
校
教
諭
の
小
学
校

で
の
英
語
の
授
業
や
小
学
校

教
頭
が
中
学
校
で
の
音
楽
の

指
導
な
ど
が
実
績
で
あ
る
。

学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
検

討
予
定
。

○
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営

費垢
 東
側
の
擁
壁
が
傾
い
て

い
る
。
昨
年
の
改
修
工
事
の

際
周
囲
を
含
め
て
整
備
す
る

の
が
適
切
と
思
う
が
確
認
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

茅
 改
修
工
事
の
際
、
確
認

は
し
た
が
大
規
模
な
工
事
と

な
る
た
め
建
物
改
修
の
後
、

擁
壁
を
修
繕
す
る
こ
と
と
し

た
。
新
年
度
予
算
に
計
上
し

修
繕
す
る
予
定
。

○
学
校
給
食
費

垢
 学
校
給
食
導
入
に
向
け

た
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ

の
か
。

茅
 数
々
の
パ
タ
ー
ン
を
想

定
し
、
収
容
量
や
年
間
コ
ス

ト
、
メ
ニ
ュ
ー
的
に
ど
の
様

に
な
る
か
を
調
査
中
。

　
 歳
　
　
　
入
 

○
村
税
等
の
滞
納

垢
 固
定
化
し
て
い
る
が
納

入
の
見
通
し
は
。

茅
 個
別
に
納
税
相
談
を
実

施
し
、
分
割
納
税
等
の
誓
約

書
を
頂
き
滞
納
整
理
に
努
め

て
い
る
が
繰
り
越
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
。

垢
 差
押
や
徴
収
不
能
の
場

合
は
不
能
欠
損
も
考
え
て
は
。

茅
 検
討
し
強
力
に
推
し
進

め
て
い
く
指
導
を
す
る
。

○
間
伐
材
売
払
収
入

垢
 村
有
林
の
間
伐
材
の
売

払
先
の
利
用
方
法
は
。

茅
 パ
ル
プ
や
製
材
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
 介
護
保
険
特
別
会
計
 

垢
 高
齢
者
保
険
福
祉
計
画
、

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
平

成
　
年
度
が
最
終
年
度
で

２９
あ
っ
た
が
目
標
は
達
成
で
き

た
の
か
。

茅
 あ
る
程
度
目
標
は
達
成

で
き
て
い
る
。

垢
 停
電
時
に
水
道
水
の
供

給
は
、
何
日
程
度
供
給
可
能

な
の
か
。

茅
 有
明
・
初
山
別
地
区
の
２

箇
所
の
浄
水
場
は
、
自
家
発

電
設
備
が
有
り
燃
料
の
供
給

が
続
く
限
り
浄
水
処
理
は
可

能
。
有
明
高
台
及
び
初
浦
配

水
池
は
、
発
電
機
に
よ
る
電

源
の
確
保
に
よ
り
水
の
供
給

は
可
能
と
な
る
。

　
　
決
算
審
査
意
見

　
い
ず
れ
も
法
定
ど
お
り
作

成
さ
れ
、
数
値
も
正
確
で
会

計
目
的
に
沿
っ
た
執
行
と
認

め
る
。
な
お
、
村
税
等
の
滞

納
解
消
の
努
力
は
伺
え
る
が
、

滞
納
者
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、

従
前
以
上
の
対
策
と
取
り
組

み
を
望
む
。

　
　
★
議
長
所
感

　
実
質
公
債
費
比
率
は
０
・

２
％
上
昇
し
５
・
８
％
で
あ

る
が
他
町
を
寄
せ
付
け
な
い

立
派
な
健
全
財
政
で
あ
る
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
が
８

千
万
円
近
く
減
少
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
は
地
方
交
付

税
が
減
少
す
る
時
代
、
総
務

省
は
地
方
に
は
お
金
が
あ
る

と
見
て
収
縮
を
し
て
き
た
と

の
思
い
を
受
け
て
い
る
。

　
よ
り
少
な
い
予
算
、
緊
迫

し
た
予
算
の
中
で
よ
り
多
く

の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
今
後

と
も
村
の
健
全
財
政
に
期
待

し
た
い
。

羽

議会だ よ り

★
決
算
審
査
意
見

★
議
 
長
 
所
 
感

決　算
審　査
特別委員会

野村　代表監査委員

木村　議長

斉藤　委員長

 簡
易
水
道
事
業

　
　
　
　
 特
別
会
計
 



 

①
有
明
地
区
基
幹
改
良
事
業

・
導
水
管
の
布
設
替
え
の
事

業
を
調
査

　
　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

５
５
０
万
円

　
　
工
事
請
負
費

２
４
４
０
万
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
今
後
も
引
き

続
き
上
水
道
供
給
体
制
の
維

持
継
続
が
望
ま
れ
る
。

②
６
線
沢
た
め
池

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の

た
め
現
地
を
調
査

　
　
　
作
成
業
務
委
託
料

３
０
０
万

【
所
見
】

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
期

に
作
成
し
、
地
域
住
民
の
安

全
確
保
が
望
ま
れ
る
。

③
有
明
北
線
道
路
改
良
舗
装

　
事
業

・
事
業
の
施
工
状
況
を
調
査

　
　
工
事
請
負
費

１
６
１
５
万
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と

し
て
安
心
・
安
全
な
道
路
管

理
が
望
ま
れ
る
。

④
共
成
明
里
間
線
道
路
復
旧

　
事
業

・
道
路
法
面
崩
落
の
復
旧
状

況
を
調
査

　
　
工
事
請
負
費

２
２
３
５
万
円

【
所
見
】

　
同
様
の
事
象
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
道
路
全
般
に
お
い
て
、

排
水
等
の
適
正
な
管
理
が
望

ま
れ
る
。

⑤
岬
の
湯
改
修
事
業

・
施
設
の
現
況
及
び
改
修
計

画
を
調
査

　
　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

１
２
７
万
円

【
所
見
】

　
観
光
施
設
で
あ
り
適
正
な

施
設
の
維
持
管
理
が
望
ま
れ

る
。

⑥
北
風
連
別
川
右
岸
河
岸
復

　
旧
事
業

・
河
岸
崩
落
地
を
調
査

　
　
工
事
請
負
費
　

２
０
５
万
円

【
所
見
】

　
営
農
に
支
障
が
な
い
よ
う

適
正
な
施
工
管
理
が
望
ま
れ

る
。

⑦
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

・
擁
壁
の
破
損
状
況
の
調
査

【
所
見
】

　
広
く
地
域
住
民
が
使
用
す

る
施
設
で
あ
り
、
事
故
等
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
適
正
な
維

持
管
理
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、

擁
壁
の
補
修
に
つ
い
て
、
施

工
内
容
を
十
分
検
討
の
う
え

計
画
願
い
た
い
。

⑧
村
有
建
物
（
旧
農
協
倉
庫
）

・
施
設
の
現
況
を
調
査

【
所
見
】

　
書
類
を
保
存
し
て
い
る
施

設
で
あ
り
、
適
正
な
管
理
が

望
ま
れ
る
。

⑨
村
営
住
宅
新
築
事
業
（
汐

　
見
台
）

・
建
設
予
定
地
を
調
査

　
　
実
施
設
計
業
務
委
託
料

５
２
９
万
円

【
所
見
】

　
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

建
設
計
画
を
検
討
願
い
た
い
。

⑩
初
山
別
支
署
庁
舎
改
築
事
業

・
施
設
の
施
工
状
況
を
調
査

　
工
事
費（
消
防
組
合
発
注
）

４
６
７
０
３
万
円

【
所
見
】

　
事
故
等
が
起
き
な
い
よ
う

施
工
管
理
に
つ
い
て
適
切
な

指
導
が
望
ま
れ
る
。

迂

議会だ よ り

　総務経済常任委員会（新田武夫委員長）は、１０月５日に本年度予算に計上された

主な事業の実施状況及び今後計画されている事業について現地調査を行い、検討

結果を取りまとめ村に提出しました。主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査



雨

議　　会　　の　　う　　ご　　き

第３回定例会（議長外議員多数）１２
・
１３

８　　　月

決算審査特別委員会（議長外委員多数）北海道１５０年記念式典（議長・札幌市）５

例月出納検査（監査委員）１９全道林活議連連絡会定期総会（水門議員・札幌市）８

老人クラブ交歓会（議長外議員多数）２７戦没者追悼式（議長外議員多数）１５

１０　　　月例月出納検査（監査委員）１７

総務経済常任委員会所管事務調査（議長外委員全員）５管内町村議会議員研修会（議長外議員多数・苫前町）２８

例月出納検査（監査委員）１２９　　　月

管内町村議会議長会臨時総会（議長・羽幌町）
１７

しょさんべつコミパ（議長）１

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）議会運営委員会（議長外委員全員）

３ １１　　　月議会全員協議会（議長外議員多数）

全国町村監査委員研修会（監査委員・東京都）１・２総務経済常任委員会（議長外委員多数）

敬老会（議長外議員多数）１０

～
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会
～

　
　
「
住
民
の
、
住
民
に
よ
る
、

　
　
　
　
　
　
住
民
の
た
め
の
町
村
議
会
へ
」

札
幌
大
学
　
浅
野
一
弘
　
教
授

講
演
を
聞
く
村
議
会
議
員

　
８
月
　

日
、
管
内
町

２８

村
議
会
議
員
研
修
会
が

苫
前
町
で
開
催
さ
れ
、
管

内
の
町
村
議
会
議
員
等

約
　
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

８０
　
研
修
で
は
、
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
札
幌
大
学
「
浅
野

一
弘
」
教
授
か
ら
、「
町
村

議
会
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と

題
し
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

議会を傍聴しましょう
どなたでも議会を傍聴することができます。

 次の定例会は１２月です。 

　是非、お気軽に傍聴にお越しください。

　また、議会のことについてお聞きになりたいことは、議会事

務局へお問い合わせください。（電話 ６７－２２１１）



卯

噛
防
　
　
災
噛

災
害
時
の
電
気
に
つ
い
て

垢：

村
に
発
電
機
は
何
台
あ
る
の
か
。

茅：

北
海
道
の
防
災
機
器
用
の
も
の
が
役
場
に
１
台
。

小
学
校
、
中
学
校
、
有
明
や
豊
岬
の
会
館
に
は
小

型
の
発
電
機
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
施
設
の
電
力
を

全
て
賄
え
る
よ
う
な
も
の
は
用
意
し
て
い
な
い
。

垢：

新
し
く
な
っ
た
診
療
所
に
発
電
機
が
無
い
の
は
不

自
然
で
は
な
い
か
。

茅：

現
在
、
診
療
所
に
は
発
電
機
を
常
設
し
て
お
ら
ず
、

他
施
設
か
ら
融
通
し
て
使
え
る
よ
う
手
当
し
て
い

た
。
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
診
療
所
に
発
電
機

を
常
設
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
喫
緊

に
停
電
が
発
生
し
た
場
合
は
、

役
場
所
有
の
も
の
を
届
け
て

す
ぐ
に
復
旧
す
る
と
い
う
態

勢
で
対
応
し
た
い
。

情
報
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て

垢：

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
は
停
電
時

に
使
え
る
の
か
。

茅：

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
無
停

電
装
置
が
つ
い
て
お
り
、
２
時
間
程
度
は
使
え
る

が
、
こ
の
た
び
の
停
電
は
あ
ま
り
に
も
長
い
時
間

だ
っ
た
の
で
使
え
な
く
な
っ
た
。

垢：

今
回
の
よ
う
な
停
電
時
は
、
テ
レ
ビ
も
つ
か
な
い

た
め
、
自
分
で
収
集
で
き
る
情
報
が
限
ら
れ
る
。

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
他
に
、
広
報
車
を
出
し
て

情
報
・
状
況
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

茅：

広
報
車
を
出
す
こ
と
も
検
討
し
た
が
、
今
回
は
出

さ
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
悪
天
候
の
時
は

聞
こ
え
る
・
聞
こ
え
な
い
の
問
題
や
広
報
車
運
行

の
安
全
性
の
問
題
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
広
報
車
の

活
用
も
含
め
て
、
全
戸
に
速

や
か
に
情
報
を
伝
え
る
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
最
も
有

効
か
検
討
し
た
い
。

噛
暮
 ら
 し
噛

バ
ス
停
に
つ
い
て

垢：

除
雪
用
ス
コ
ッ
プ
や
ほ
う
き
等
、
バ
ス
停
管
理
用

品
を
用
意
し
て
ほ
し
い
。

茅：

確
認
の
上
、
準
備
す
る
。

※
バ
ス
停
管
理
を
担
当
す
る
町
内
会
へ
照
会
お
よ
び
必

要
数
を
確
認
済
み
。

診
療
所
に
つ
い
て

垢：

診
療
所
の
医
師
が
２
人
に

な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

か
。
月
曜
日
も
診
療
す
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
た
が
、

な
さ
れ
て
い
な
い
。

茅：

こ
れ
ま
で
は
１
人
の
医
師
に

負
担
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
今
は
交
替
制
で
勤
務

し
て
い
る
の
で
、
医
師
の
負
担
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
が
主
な
メ
リ
ッ
ト
。
月
曜
日
も
診
療
す
る
こ

と
が
可
能
な
状
態
だ
が
、
診
療
所
の
運
営
に
は
看

護
師
や
事
務
員
も
必
要
。
そ
の
代
わ
り
と
な
る
人

が
見
つ
か
ら
ず
、
月
曜
診
療
が
で
き
な
い
状
態
。

そ
の
他

垢：

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
、「
２
号
車
庫
」
や
「
〇

〇
橋
」
の
よ
う
な
表
現
で
は
、
そ
れ
ら
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
。
地
図
の
よ
う
な
も
の

で
、
わ
か
り
や
す
い
伝
達
の
方
法
を
と
っ
て
欲
し

い
。

茅：

伝
達
す
る
情
報
の
中
身
を
検
討
の
上
、
少
し
で
も

わ
か
り
や
す
い
形
に
し
た
い
。

　
　
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
村
内
各
地
区
に
お
い
て
お
茶
の
間
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

１０
村
長
・
副
村
長
・
教
育
長
・
各
次
課
長
が
各
地
区
を
回
る
形
式
で
実
施
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
区
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
茶
の
間
懇
談
会
で
の
ご
意

お
茶
の
間
懇
談
会
で
の
ご
意
見見
（
抜
粋
）

各
地
区
の
参
加
人
数

　
＊
有
明
・
栄
　
　
　
　
　
　
　
人
１９

　
＊
初
山
別
・
千
代
田
　
　
　
８
人

　
＊
豊
岬
・
明
里
・
共
成
　
　
　
人
２３

有明・栄地有明・栄地区区

初山別・千代田地初山別・千代田地区区

豊岬・明里・共成地豊岬・明里・共成地区区
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鵜

　最近報道番組を録画し、次週に一挙に見るって事をやっていて気が付いたのですが『報道の近未来

予想結構当たってない説』を提言します。

　トランプ大統領当選なんかは全世界的に予想を外した訳ですが、最近では「総裁選挙後消費税１０％

先送りする」とか「就活ルール廃止で混乱する」など近未来を専門家と称する人が予想するのですが、

そうなっていない方が多いです。

　歴史を遡れば、「マイナンバー制度導入で副業している人は大打撃」「集団的自衛権」に関する各種

法案が通れば「徴兵制」が始まる、ＴＰＰでアメリカの食い物になるなど不安を煽ったコメントは時

間がたつと誤りだったと気づく。

　どうもこれらの近未来予想は意図的なミスリードである様だ。コラムのスペースの関係上、次回で

詳細を書きたいと思う。

ちなみに『報道内の予想的中率一番高いのは天気予報説』を付け加えておく。【古田】

　皆さまこんばんは。佐藤です。普段口数少ないせいか大声出すと驚かれ

ます。自分で思ってる以上に私の普段の声は通らないのでしょう。独り言

です。

　最近考えることが二つあります。

・あらゆる行動や理念は「アンチ視点」で見れば叩くことができる。大胆

なことでも、無難なことでも。

・「良い」とはつまり「（その評価者にとって都合が）良い」ということで

ある。客観的っぽい理由は大体後付け。

　これらを総合するとつまり「どんな活動にも一定の否定意見は付いて回

る、そしてその批判は活動の良し悪しを決めるものではない」ということで

す。反対意見が来たのなら、それを汲み取ることが「活動の前提や目的に合

致しているか」しっかり検討して頭で判断すること。これを徹底したいの

です。

　「違うと言われたから従う」というのは一見お利口ですが、実はただの思

考停止かも、という独り言でした。【佐藤】

＜批判は絶対基準の採点ではない＞

皆様こんにちは、協力隊の齋藤です。

いつの間にか火をたいて生活をするようになってきました…

人って不思議だなぁと思ったことがありまして、

夏には「早く涼しくならないかなぁ」と呟き、

冬には「早く暖かくならないかなぁ」と呟きますよね

結局いつがいいんでしょうね　笑

話は変わりまして、先月、ラジオの録音に行ってきました。

初山別のいいところは？と聞かれたので、『何もないからこそいい』　と答えました。

だからこそ人の繋がりが強いような感じがしたもので。

聞こえ方によっては怒られそうですが…

皆さんは【都会　にはなくて、都会ではないところ　にあるもの】って何だと思いますか？

もちろん都会は建物等便利なものはたくさんありますが…

私からすると、都会ではないところって『人間らしいもの』がたくさんあるように感じます。

だからこそ面白いんじゃないかなって最近思います。【齋藤】

＜都会とそうでないところ＞



　
脳
卒
中
は
、
寝
た
き
り
の
原
因
と

な
る
病
気
の
第
１
位
で
す
。
健
康
長

寿
を
保
つ
た
め
、
脳
卒
中
の
予
防
・

早
期
発
見
は
重
要
で
す
が
、
脳
卒
中

は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
起

こ
る
場
所
や
症
状
、
原
因
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

〈
脳
卒
中
の
種
類
〉

①
脳
梗
塞

　
脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
狭
く

な
っ
た
り
し
て
、
脳
に
酸
素
や
栄
養

が
送
ら
れ
な
く
な
る
た
め
に
組
織
が

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。「
脳
梗
塞
」

は
詰
ま
る
血
管
の
太
さ
や
詰
ま
り
方

で
次
の
３
つ
の
病
型
に
分
け
ら
れ
ま

す
。「
ラ
ク
ナ
梗
塞
」
と
「
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
」
は
脳
の
血
管
の

動
脈
硬
化
に
よ
り
詰
ま
っ
て
し
ま
う

も
の
で
、「
ラ
ク
ナ
梗
塞
」
は
比
較
的

細
い
血
管
、「
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性

脳
梗
塞
」
は
太
い
血
管
の
動
脈
硬
化

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
突
然
大
き
な
血
管
が
詰
ま

る
こ
と
が
多
く
、
最
も
急
激
に
症
状

が
現
れ
重
症
に
な
る
こ
と
が
多
い

「
心
原
性
脳
塞
栓
症
」
は
心
臓
内
に

で
き
た
血
栓
が
は
が
れ
て
、
脳
の
血

管
に
飛
ん
で
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
心
房

細
動
や
心
臓
弁
膜
症
、
心
筋
症
な
ど

の
心
臓
の
病
気
が
主
な
要
因
で
す
。

①
脳
出
血

　
脳
の
血
管
が
や
ぶ
れ
て
出
血
を
お

こ
し
、
神
経
を
障
害
す
る
こ
と
で
症

状
が
現
れ
ま
す
。

②
く
も
膜
下
出
血

　
脳
の
表
面
の
血
管
に
で
き
た
こ
ぶ

が
や
ぶ
れ
、
脳
の
表
面
を
覆
う
く
も

膜
と
い
う
薄
い
膜
の
内
側
に
出
血
し

ま
す
。
脳
卒
中
の
な
か
で
は
死
亡
率

が
高
く
、
重
症
な
病
態
で
す
。

〈
脳
卒
中
の
前
兆
症
状
〉

　
脳
卒
中
は
、
治
療
開
始
が
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
、
後
遺
症
が
軽
く
抑
え

ら
れ
る
と
い
う
緊
急
性
の
高
い
病
気

で
す
。

　
早
期
治
療
の
た
め
に
は
早
期
発
見

が
大
切
で
す
。
脳
卒
中
に
は
、
特
徴

的
な
前
兆
が
あ
り
ま
す
の
で
次
の
よ

う
な
症
状
が
見
ら
れ
た
と
き
は
す
ぐ

に
受
診
し
て
下
さ
い
。

猿
片
方
の
手
足
や
顔
半
分
の
麻
痺
や

し
び
れ

猿
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
言
葉
が
で

な
い
、
他
人
の
話
を
理
解
で
き
な

い
猿
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
、
フ
ラ
フ

ラ
す
る

猿
見
え
方
が
お
か
し
い
、
片
方
の
目

が
み
え
な
い
、
２
つ
に
見
え
る
、

視
野
が
欠
け
る

猿
激
し
い
頭
痛

猿
意
識
レ
ベ
ル
が
低
下
す
る

　
脳
卒
中
の
前
兆
と
な
る
症
状
は
周

囲
の
人
が
気
づ
く
こ
と
の
で
き
る
症

状
が
多
く
あ
り
ま
す
。
脳
卒
中
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
た
め
ら
わ
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

〈
脳
卒
中
の
予
防
〉

　
脳
卒
中
の
危
険
因
子
は
主
に
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
不
整

脈
（
心
房
細
動
）
な
ど
の
生
活
習
慣

病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
、
適
度
な
運
動
と

食
生
活
の
改
善
で
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
現
在
、
生
活
習
慣
病
で
治
療
さ
れ

て
い
る
方
は
、
服
薬
を
継
続
し
病
気

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
が
非
常
に

大
事
で
す
。
特
に
不
整
脈
（
心
房
細

動
）
が
あ
る
と
心
臓
に
血
栓
が
で
き

や
す
く
な
り
、
心
原
性
脳
塞
栓
症
と

い
う
大
き
な
脳
梗
塞
を
起
こ
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
脈
の
乱
れ
や
動
悸
な

ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
医
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。（

担
当
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

窺

脳
卒
中
の
お
話



　
初
山
別
郵
便

局
が
平
成
　
年
３０

９
月
　

日
を

１６

も
っ
て
、
開
局

１
２
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
初
山
別
郵
便

局
は
明
治
　
年
３１

９
月
　
日
に
「
聚
参
別
（
し
ゅ
さ
ん

１６

べ
つ
）
郵
便
局
」
と
し
て
開
局
し
、

明
治
　
年
２
月
１
日
に
「
初
山
別
郵

３２

便
局
」
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
免
許
よ
し
！
ヘ
ル
メ
ッ
ト
よ
し
！

自
賠
責
は
　
」
！？

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平

成
　
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
　
万

２８

５０

件
、
死
傷
者
数
は
約
　
万
人
と
、
国

６２

民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分

で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害

者
に
と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て

の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害

者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、

被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・

共
済
金
の
支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を

十
分
に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行

は
法
令
違
反
で
す
！

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自

賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る

こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
！

（
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
）

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
。
労
働
保
険
の

加
入
は
お
済
み
で
す
か
。

　
労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業
員

の
方
々
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
労
働
保
健
と

は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
労
働

者
の
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増

進
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
法

人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先：

厚
生
労
働
省
北
海

道
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

（
０
１
１
儿
７
０
９
儿
２
３
１
１
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）

☆
北
海
道
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

に
つ
い
て

　「
犯
罪
被
害
者
等
を
社
会
全
体
で

支
え
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
道
民
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
「
北
海
道
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
被

害
者
の
損
害
回
復
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
に
道
が
実
施
す
べ
き
基
本
施
策

が
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
道
民
に
は
そ

の
責
務
と
し
て
、

◆
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
及

び
被
害
者
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

◆
精
神
的
苦
痛
等
の
二
次
被
害
を
生

じ
さ
せ
ぬ
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

◆
市
町
村
等
が
行
う
支
援
の
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
条
例
施
行
に
伴
っ
て
、
犯
罪
被
害

者
週
間
の
初
日
で
あ
る
　
月
　
日
は

１１

２５

「
北
海
道
犯
罪
被
害
を
考
え
る
日
」

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
道
内
各
地
で
様
々
な
広
報
啓
発
活

動
を
実
施
し
、
被
害
者
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
社
会
全
体
で
被
害
者
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
支
援
の

丑

お
知
ら

お
知
ら
せせ

初
山
別
郵
便
局
が
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済

の
ご
案
内

　
月
は
、
労
働
保
健
適
用
促

１１進
強
化
期
間
で
す
！

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
被
害
者
等
の
た
め
の
各
種
相
談
窓
口

　
警
察
で
は
事
件
や
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
家
庭
内
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
お
子
さ
ん
の
い
じ
め
問

題
等
で
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
被
害
者
相
談
窓
口
に

お
い
て
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た

の
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
警
察
相
談
電
話
】

◆
被
害
者
相
談

・
性
犯
罪
相
談
１
１
０
番

　
＃
８
１
０
３

　
０
１
２
０
儿
６
７
７
儿
１
１
０

・
少
年
相
談
１
１
０
番
　
　

　
０
１
２
０
儿
６
７
７
儿
１
１
０

・
暴
力
団
相
談
電
話

　
０
１
１
儿
２
２
２
儿
０
２
０
０

◆
一
般
相
談
　
＃
９
１
１
０

【
民
間
被
害
者
相
談
電
話
】

◆
北
海
道
被
害
者
相
談
室
（
札
幌
）

　
０
１
１
儿
２
３
２
儿
８
７
４
０

◆
北
・
ほ
っ
か
い
ど
う
被
害
者
相
談

室
（
旭
川
）

　
０
１
６
６
儿
２
４
儿
１
９
０
０

◆
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
北

海
道

　
０
５
０
儿
３
７
８
６
儿
０
７
９
９

問
い
合
わ
せ
先
　
羽
幌
警
察
署

　
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

　
村
で
は
、
登
録
さ
れ
た
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
な
ど
へ
情

報
配
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
停
電
で
、
生
活
支
援

シ
ス
テ
ム
は
重
要
な
情
報
源
の
ひ
と

つ
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
登
録
し
て

い
な
い
世
帯
の
方
は
、
是
非
登
録
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

《
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
へ
》

◆
新
規
登
録
の
方
法

　
現
在
登
録
し
て
い
な
い
方
の
新
規

登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

配
信
内
容
は
、
通
行
止
め
情
報
・
詐

欺
の
注
意
喚
起
・
診
療
所
の
臨
時
休

業
の
お
知
ら
せ
・
ク
マ
出
没
情
報
な

ど
、
メ
ー
ル
配
信
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

方
法
①

　
広
報
誌
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
る
ア
ド
レ
ス
に

氏
名
を
添
え
て
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

方
法
②

　
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
た
メ
モ
な
ど

を
企
画
振
興
係
ま
で
持
参
す
る
。

◆
以
前
登
録
し
た
が
、
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
方
へ

　
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
原
因
は
、
次

の
い
ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電

話
会
社
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

☆
解
決
方
法
似
役
場
企
画
振
興
係
ま

で
、
お
名
前
と
変
更
後
の
ア
ド

レ
ス
を
お
伝
え
下
さ
い
。

②
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

☆
解
決
方
法
似
「
宛
先
指
定
受
信
ア

ド
レ
ス
」に
配
信
元
の
ア
ド
レ
ス

s
h
o
s
a
n
b
e
ts
u
-v
il@
ra
id
e
n
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を
追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
携
帯
電
話
が
無
い
世
帯
の
方
へ
》

　
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、「
家
庭
の

固
定
電
話
」
や
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。登
録
す
る
と
、

メ
ー
ル
配
信
と
同
じ
内
容
の
も
の
が

音
声
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
流
れ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
世
帯
の
方
は
、

①
氏
名
　
②
お
住
ま
い
の
地
区
名

（
例：

字
有
明
）　
③
電
話
番
号
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号（
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
）

を
、
役
場
の
担
当
者
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
役
場
企
画
振
興

係
（
６
７
儿
２
２
１
１
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

碓

村
の
メ
ー
ル
「
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
」に
関
す
る
お
知
ら
せ



臼

気象台ひと口メモ
竜巻注意情報　～身の安全を確保しましょう～

　竜巻は、発達した積乱雲に伴って発生する激しい渦巻きで、ろうと状や柱状の雲を伴っ

ています。台風、寒冷前線、低気圧などに伴って発生し、短時間で狭い範囲（長さ数㎞、

幅数十～数百ｍ）に集中して甚大な被害をもたらします。北海道ではもう１２年前になりま

すが、平成１８年１１月７日午後１時２３分にオホーツク管内佐呂間町で発生した竜巻により、

死者９名、負傷者２９名、住宅の全壊１０棟、半壊８棟など大変大きな災害が発生し、竜巻の

怖さをあらためて教えられました。

　竜巻そのものの予測は難しいですが、気象台の情報では、竜巻発生の可能性に応じて次

のように表現しています。
　

　①「気象情報」の中で、「竜巻など激しい突風のおそれ」と明記

　②「雷注意報」を発表し、落雷、ひょう等とともに「竜巻」も明記

　③「竜巻注意情報」を発表

　特に、竜巻注意情報が発表されたら、まず空の状態に注意を払ってください。何もなけ

れば特段の行動は不要ですが、発達した積乱雲の近づく兆しを察知した場合には、頑丈な

建物内に移動し窓から離れる、また、逃げ場が無いときには側溝に身をひそめるなど、身

の安全確保に努めてください。
　

　発達した積乱雲の近づく兆しには、

　　◆ 真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる

　　◆ 雷鳴が聞こえたり、電光が見えたりする

　　◆ ヒヤッとした冷たい風が吹き出す

　　◆ 大粒の雨や「ひょう」が降り出す

　などがあります。
　

　竜巻は現象が早いので、『自分の身は自分で守る』意識を持つことが大切です。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

平成３０年度　陸上自衛隊高等工科学校生徒試験

◎陸上自衛隊高等工科学校生徒

　煙応募資格：平成３１年４月１日現在中卒（見込含）の１５歳以上１７歳未満の男子
　煙受　　付：平成３０年１１月１日（木）から
　煙締め切り：平成３１年１月７日（月）（締切日必着）
　煙試験期日：平成３１年１月１９日（土）（一次試験）
　煙試験科目：筆記試験（国語、数学、社会、理科、英語、作文）
　煙試験会場：留萌駐屯地又は留萌地域人材開発センター
◎問い合わせ先

　◯自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所　緯０１６４－４２－４６５０



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひ と の う ご き

～平成３０年１０月末～

人口と世帯数
人口 １,１８３人 （＋４人）
 男 ５７０人
 女 ６１３人
 世帯数 　５４３世帯 （＋２世帯）

（　） は前月比

転　　入

１０／１１　檜　山　淳　司（初山別）

お 誕 生

１０／２３　清　兼　 圭 　 護 （初山別）
けい ご

（父：龍一　母：理央奈）

おくやみ

１０／１２　髙　橋　佑　吉

　　　　　　　　　８３歳（初山別）

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370
一人で悩まず、まずは相談して下さい。

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３０年１２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２６日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２６日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１３日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

完全予約制引野医師（４日）〇

整形専門外来

予約制

８：００～１１：００
大野医師（１３日）〇予約

優先 覺田医師（１０日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（７日・２１日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１１日・２５日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制渡部医師（１１日・２５日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師（３日・２７日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（４日・１１日・１８日・２５日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（４日・５日・
　１１日・１８日・１９日・２５日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（６日・１３日・２０日・２７日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（５日・１９日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇皮膚科（毎週金曜日）

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に

則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。

渦

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

＊平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後「フレイル外来」始
めました！
「フレイル」とは、「健康」と「要介護」の中間の状態をい
います。「フレイル」を早期発見し対応すると、健康寿命を
長くすることができます。
＊平成３０年9月から、皮膚科は毎週月曜日から金曜日に変更と
なりました。
＊予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診は月～金曜日
実施しています。詳細についてはお問い合わせ下さい。



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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広
 報
 し
 ょ
 さ
ん
 べ
 つ
 　
　
　
  
　
 平成
三
十
年
十
一
月
九
日
発
行

１１

 ２０１８
№
５９９

嘘

Ｋ
の
潜
入
記
○
 

　
　
　
～
Ｋ
と
広
報
の
歴
史
～

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
担

当
者
の
Ｋ
と
申
し
ま
す
。
こ
の
間
、

や
た
ら
バ
イ
ク
の
音
が
す
る
と

思
っ
て
い
た
ら
、
正
体
は
窓
の
隙

間
で
暴
れ
る
ハ
エ
の
羽
音
で
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
過
去
の
広
報
誌
を

全
て
見
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
知
人
の
若
か
り
し
頃
（
人
に

よ
っ
て
は
幼
少
時
代
）
の
写
真
を

探
し
て
楽
し
み
つ
つ
も
、
村
内
の

歴
史
に
触
れ
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　「
広
報
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」
は
第
１

号
が
昭
和
　
年
に
発
行
さ
れ
て
か

３６

ら
時
が
経
ち
、
今
年
の
　
月
号
で

１２

な
ん
と
６
０
０
号
目
と
な
り
ま
す
。

数
字
だ
け
聞
く
と
「
そ
う
な
ん
だ

～
」
く
ら
い
に
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
順
を
追
っ
て
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
と
、
相
当
な
時
間
が

経
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

最
初
の
頃
は
１
年
の
発
行
回
数
が

不
定
期
で
、
次
に
年
４
回
、
毎
月

発
行
に
な
っ
た
の
は
昭
和
　
年
く

５６

ら
い
か
ら
と
い
う
こ
と
を
、
皆
さ

ん
ご
存
知
で
し
た
か
？

　
ち
な
み
に
、
こ
の
た
び
知
っ
た

衝
撃
の
事
実
を
ひ
と
つ
挙
げ
る
な

ら
、
Ｋ
は
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
と

誕
生
日
（
完
成
し
た
日
）
が
同
じ

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
少
し
だ
け
愛

着
が
湧
い
た
Ｋ
で
し
た
。

※
年
齢（
築
年
数
）は
違
い
ま
す
。

３２

● 今月の主な行事予定 ●
（１１／９～１２／５）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１１月号）９晶

　

月

１１

１０松

１１掌

１２捷

１３昇

乳幼児健診１４昌

予防接種１５昭

粗大ごみ１６晶

１７松

１８掌

１９捷

２０昇

２１昌

２２昭

破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２３晶

２４松

２５掌

２６捷

広報配布（お知らせ版）２７昇

ほしっこくらぶ２８昌

予防接種２９昭

３０晶

１松

　

月

１２
２掌

３捷

４昇

５昌

６昭

７晶

８松

９掌

１０捷

広報しょさんべつ配布（１２月号）１１昇

「となりのアイヌ」開催
　アイヌのアーティストのＴｏｙＴｏｙ氏を村

に招き、アイヌ文化に触れ、交流することを

目的とした「となりのアイヌ」が繋小屋にて

開催されました。

　２１日にはアイヌの

伝統楽器「トンコリ」

のライブ演奏、２２日

はアイヌ文様の切り

絵体験などを通して、

「アイヌ」としての考え方や文化に触れる機

会となりました。（９月２１日・２２日）

秋の交通安全運動
　初山別駐在所前の国道沿いにて、村民総監

視が行われました。

交通安全推進委員の

皆さんが一列に並び、

道行くドライバーに

交通安全を呼びかけ

ました。（９月２１日）

ご厚志ありがとうございます
（一社）留萌地方法人会初山別支部 様

　（一社）留萌地方

法人会初山別支部

様より、長いすを

寄贈していただき

ました。目録の受

領は９月１９日に、

村長室にて行われました。


